
外部へ出力する方法には、いくつかのやりかたがあります。
1, フルスクリーンにした映像をそのまま出力する＝『フルスクリーン出力』
2, デュアルモニタ環境を使って高解像度で出力する＝『デュアルプレビュー出力』
3, スキャンコンバーターを使って低スペックのマシンでも高速に出力する＝『スキャコン出力』　

motion diveの映像をTVやプロジェクタに投影する

デュアルプレビュー機能を使った投影方法について

1台のPCで2台のモニタが使える「デュアルモニタ環境」の場合、motion 
diveのインターフェースと映像を表示しながらも、もう一台のモニタにフ
ルスクリーンで映像だけを表示することができます。

実際には、デュアルモニタの状態で、パフォーマンスウインドウの一部を
掴み、そのまま隣のモニタにドラッグします。その上でフルスクリーンボ
タンをクリックすると、隣のモニタでパフォーマンスウインドウが画面いっ
ぱいに表示されます。
この際、motion diveは隣のモニタの解像度のままにフルスクリーンにす
るので、あらかじめモニタの解像度の設定は済ませてからmotion diveを
起動してください（例えばXGAの解像度ならば、XGAのままフルスクリー
ン表示します）。元の映像素材を高画質で作成すれば、motion diveが理論
上解像度無制限の映像送出マシンとして使うことができます。

さらにハイスペックのマシンでは、元のパフォーマンスウインドウが消え
た後の部分に表示される「PREVIEW」ボタンをクリックすることで、フル
スクリーンでありながら、インターフェース側に同じ映像をプレビューす
ることができるようになります。ただしCPUの負荷が大きいので、「INTERVAL」
のバーでプレビュー映像のコマ数を減らして、負荷を調整してください。

motion dive .tokyoをテレビやプロジェクタに投影しよう！

最上級の映像パフォーマンス環境を実現する！

motion diveの映像を記録して観せる・配布する

motion diveの映像を記録・配布したい場合、先述したTVやプロジェクタ
への投影方法を前提に、以下のような方法があります。

友人や知人などに観せたい
マクロ機能を使って、実際にPCのモニタ上でフルスクリーンに観せるとい
う基本的な方法のほかに、配布したい場合にはVHSデッキを使って録画す
るのがお勧めです。VHSはほとんど誰もが持っていて、手軽に観れる方法
です。

プレゼンテーションとして配布したい
最近普及してきた市販のDVDビデオデッキを活用するのがお勧めです。
DVDビデオデッキならば、motion diveの映像のほかにも、トラック別に
PowerPointや過去のビデオなどを複数収録し、リモコンで瞬時にそれぞ
れの映像を出すことができます。

オリジナルのプロモーションビデオ（作品）として高画質で記録したい
DVDビデオデッキの他に、DVデッキがお勧めです（DVカメラには入力端
子が付いているものもあります）。DVテープに記録すれば、もう一度PCに
読み込み直して市販の映像編集ソフトで加工することもできますし、高画
質なままで他のフォーマットへの変換できます。

BGVとして鑑賞用に記録したい
ハードディスクビデオデッキがお勧めです。手軽に記録できるほか、もっ
とも長時間記録することができます。趣味の時間を使って、好きな音楽を1
曲ごとに記録していけば、最終的には数十時間に渡る、あなただけのサウ
ンド＆ビジュアルライブラリが完成するでしょう。

外部に映像と音声を出力する場合は、以下の中からもっとも最適な方法を
選んで下さい。
motion dive自体は、テレビやプロジェクタへの出力を直接ソフト的には
サポートしていませんが、PCの画面を投影するという、もっとも一般的な
方法で実現することができます。
具体的な方法については、サポートウェブで紹介していきます。

とにかく手軽に投影したい（AV出力端子を使った投影）
お使いのPCがAV出力端子を備えている場合は、AV端子からPCの画面を
投影することができます（具体的な方法は、お使いのPCのマニュアルをご
覧下さい）。接続が完了したら、フルスクリーンにして投影します。
AV出力端子がないPCの場合は、後述の市販スキャンコンバーターを使う
ことで可能になります。

最大限に高解像度で投影したい（RGB出力を使った投影）
RGBモニタ出力端子を使えば、AV端子と違い、理論的にはハイビジョンを
超える美しさで投影することが可能になります。投影するプラズマディス
プレイやプロジェクタがPCのRGB入力に対応しているかどうかを確認し
てください。PC側には、デュアルモニタ環境であることが必須になります。
詳細は「最上級のパフォーマンス環境を実現する」の項目をご覧下さい。
ただし高解像度で出しても、元のクリップ自体の解像度が低い場合、あま
り効果はありませんのでご注意下さい。

操作性を重視しながら投影したい（スキャンコンバーターを使った投影）
インターフェースを表示しながら、パフォーマンスウインドウの映像だけ
をTVやプロジェクタで投影したい場合、後述の「最上級のパフォーマンス
環境を実現する」の項目にある方法のほかに、もっと手軽な仕組みとして「ス
キャンコンバーター」（通称スキャコン）を使うという方法があります。
一般のPCショップで市販されている2倍拡大機能付きのスキャコンを使
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motion diveの映像を、テレビやプロジェクタに映し出すことは、一度コツを覚えてしまえばそれほど難しいことではありません。
外部機器に出力することで、イベントのスクリーンに映像を映し出すことや、プレゼンテーションでの活用、あるいはVHSやDVDビデオデッキなどに接
続して録画することができます。
それでは、その方法について、基礎知識も含めて解説していきましょう。



FullScreen
１．フルスクリーン出力について

              必要な環境         Windows, Macintosh問わず、モニタ画面（デスクトップ）が
                                        テレビもしくはプロジェクタなどに映し出せる環境

                   メリット           上記の環境が整っていれば、もっとも手軽な方法です。   
                   デメリット        フルスクリーンで映像を出すため、モーションダイブのインターフェースなどが
                                           見えなくなります。そのため、マクロ再生などの「リアルタイムの操作を必要としない」
                                            場合に適しています。

以下に代表的なWindowsノートと、Macintoshノートの例を紹介します。

設定方法　ステップ１   まずはお手持ちのパソコンのデスクトップの画面が、テレビなどに映るように設定します。
                                       お手持ちのパソコンにそうした出力機能がついているかどうかは、
                                       パソコンのマニュアルなどをご覧ください。

写真のような状態になっていればＯＫです。
最近のノートＰＣやデスクトップＰＣには、テレビ出力端子が
付いているものが多くあります。それぞれの機種によって方法は違うので、
メーカーにお問い合わせください。写真の例では、Ｓ端子が内蔵されている
ノートＰＣで、テレビにケーブルを使って接続し、表示しています。

Apple社のPowerBookやiBookには、標準でSビデオ端子がついています。
写真の例では、Sビデオ端子をテレビに接続して表示しています。
※環境設定を呼び出し「ミラーリング」にチェックを入れることで、
テレビにデスクトップの画面が映ります（写真）

Windows ＆ TVモニタ
PC画面とTVに同じ画面が映っている状態

PB G4 ＆ TVモニタ
PC画面とTVに同じ画面が映っている状態

ステップ２
モーションダイブを起動します。
投影したい映像を出したら、フルスクリーンボタン[F]をクリックします。
テレビにもモーションダイブの映像が画面いっぱいに表示されます。

ステップ３
音声も一緒に出力したい場合は、ヘッドフォンソケットに「ステレオピンジャック→ＬＲ端子」の
ケーブルで接続します。このケーブルは普通の家電ショップなどで購入することができます。
テレビではなく、ビデオに接続すれば、この画面をそのまま録画することができます。

 Windowsの場合

Macintosh Power Bookの場合



DualScreen (MultiScreen)

Windows ＆ TVモニタ
PC画面とTVに違う画面が映っている状態

PB G4 ＆ TVモニタ
PC画面とTVに違う画面が映っている状態

2．デュアルモニタ環境を使って高解像度での出力について

概要　　　　　この『デュアルプレビュー出力』は、2台のモニタが使える環境で、2台目のモニタに　
　　　　　　　フルスクリーンの映像を出すことによって、インターフェースを操作しながら、
　　　　　　　映像だけを画面いっぱいに表示することができる方法です。　

必要な環境　  　Windows, Macintosh問わず、デュアルモニタ環境に設定し、2つ目のモニタの画面が、
　　　　　　  　テレビもしくはプロジェクタなどに映し出せる環境　

メリット　　高解像度できれいな映像を投影することができます。
　　　　　　インターフェースはそのままに、映像の部分だけを映し出すことができるので、
　　　　　　リアルタイムの操作ができます。

デメリット　CPUの負荷がかかるので、低スペックのマシンだと映像がカクカクする場合があります。
　　　　　　デュアル環境ができるパソコンである必要があります。

＜コラム＞　どの程度のスペックなら大丈夫ですか？
　　　　　　Windows：Pentium4もしくはCeleronの1GHz以上のCPUが必要です。
　　　　　　Maintoch：G4の1GHz以上のCPUが必要です。

設定方法　ステップ１          まずはお手持ちのパソコンに出力端子がある事を確かめます。
　　　　　　　　　　             S端子などの出力端子があればS端子ケーブル1本でテレビに表示させる事が出来ます。
　　　　　　　　　                お手持ちのパソコンにそうした出力機能がついているかどうかは、
                                         　 パソコンのマニュアルなどをご覧ください。　　

写真のような状態になっていればOKです。
最近のノートPCやデスクトップPCには、モニタ出力端子が
付いているものが多くあります。
それぞれの機種によって方法は違うので、
メーカーにお問い合わせください。
写真の例では、Ｓ端子が内蔵されているノートPCで、
テレビにケーブルを使って接続し、表示しています。

Apple社のPowerBookには、標準でSビデオ端子がついています。
写真の例では、Sビデオ端子をテレビに接続して表示しています。

※システム環境設定を呼び出し、デスクトップを選択して調整で
サブモニタを640x480に設定します。
ミラーリングはしないで下さい。

 Windowsの場合

Macintosh Power Bookの場合



DualScreen

ステップ２

PC画面

PC画面

TV・プロジェクタ画面
640X480

TV・プロジェクタ画面
640X480

※図01

※図02

※写真01

※写真03

※写真02

MACのデュアルモニタの設定画面
システム環境設定のディスプレイを開く

WINのデュアルモニタの設定は、
機種により設定画面や設定方法が違うので、
詳しい設定方法はメーカーにお問い合わせ下さい。

Macintosh & Windows の各デュアルモニタ設定画面

Windows & Macintoshとも図01のように
サブモニタ(TV・プロジェクタ）の画面サイズは
640X480にして下さい。　
※ミラーリングはしないで下さい。

モーションダイブを起動します。
投影したい映像を出したら、パフォーマンスウィンドウ
を図02のようにサブモニタ（TV・プロジェクタ）の方へド
ラッグします。
フルスクリーンボタン※写真01をクリックすると、TV・
プロジェクタの映像のみがフルスクリーン表示します。

PREVIEWについて
PC画面のパフォーマンスウィンドウの下に隠れていた 
※写真02のPREVIEWボタンをクリックすると、PC画面側で
PREVIEWが開始されます。
PREVIEWはマシンスペックによってリアルタイムな動作が
得られない場合があります。
その場合は、※写真03のINTERVAL(フレーム数)を調整します。





ステップ２

※図03 (for Macintosh)

※図03 (for Windows) ※図04 (for Windows)

※図04 (for Macintosh)

※写真05

※写真05

ステップ3

ScanConverter
周辺機器から電源を入れて、パソコンの電源を入れます。
システム環境設定を開き、ディスプレイの調整のミラーリングに
チェックを入れて（図3）、画面サイズを640x480（図04）にして終了します。

※　Windowsのは、機種により設定画面や
設定方法が違うので、詳しい設定方法はメーカーに
お問い合わせ下さい。

PCの画面とプロジェクタ・テレビの画面が
同じ画面表示になってる事（写真05）を
確認します。

フルスクリーンボタン※写真06をクリッ
クすると、TV・プロジェクタの映像のみ
がフルスクリーン表示します。プロジェ
クタやテレビの画面の方の画面がずれて
いる場合は、スキャンコンバータの方で
調節して下さい。


